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どあったセシウム-137が降り、これが最も大

きいものでした。この放射能 (274Bq/m2) 

は、今回の事故の放射能より大きいもの(48

倍）でした。 

　1986年4月に、チェルノブイリ原発事故が

ありました。その時、札幌では48.1Bq/m2 ほ

どあったセシウム-137が降り、これが最も大

きいものでした。この放射能 (48.1Bq/m2) 

は、今回の事故の放射能より大きいもの(8

倍）でした。 

　　　　　  

　　　　　　　　　　月間降下物（札幌市）のCs-137放射能濃度の経年変化 

　そして、札幌では2011年5月からだんだん

放射能が小さくなりました。現在（2011年10

月から2012年1月まで）とても小さくなって

不検出になりました（見つけられなくなりま

した）。北海道では安心してよいと思いま

す。 

［横山　裕之］沙流・千歳
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